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第 10 回 ： 「陸上
りくじょう

大会
たいかい

に出
で

てみよう！」 

3月
がつ

に入りすこしずつあたたかい日
ひ

が増
ふ

えてきました。 

陸上
りくじょう

競技
きょうぎ

は春
はる

から夏
なつ

にかけて一番
いちばん

の大会
たいかい

シーズンとなります。 

今回
こんかい

は陸上
りくじょう

大会
たいかい

について紹介
しょうかい

します       

 

 

◆ 陸上
りくじょう

大会
たいかい

のながれ 

① 競技場
きょうぎじょう

についたらウォーミングアップ (試合
し あ い

90分
ぷん

くらいまえ) 

コーチがウォーミングアップにいっしょにいきます。 いつも練習
れんしゅう

で行
おこな

っているウォーミングアップで 

フォームなどを確認
かくにん

します。 

  

② コール(招集：しょうしゅう) （試合
し あ い

30分
ぷん

くらいまえ） 

 種目
しゅもく

ごとの時
じ

間
かん

にあわせて集合
しゅうごう

します。ここで審判
しんぱん

の人
にん

に名前
な ま え

とゼッケン番号
ばんごう

(アスリートビブス) 

を確認
かくにん

します。 

 

③ レースまたは試技(しぎ) 

 きんちょうするかもしれませんがあとは思
おも

いっきりがんばるだけです       

 

④ 記録
き ろ く

を確認
かくにん

しよう (試合 30分後) 

  試合
し あ い

のあとしばらくすると記録
き ろ く

(タイム)がわかります。自分
じ ぶ ん

の記録
き ろ く

を確認
かくにん

しましょう。 

 

 

～一番になることよりも大切なこと～ 

スポーツの試合
し あ い

ではどうしても「勝
か

ち/負
ま

け」や「順位
じゅんい

」がついてしまいます。 もちろん，ひとに勝
か

ちたくてがん

ばることはとても良
よ

いことです。 

でも，本当
ほんとう

に大切
たいせつ

なことは自分
じ ぶ ん

の力
ちから

で「チャレンジすること」だとコーチは思
おも

います。 

陸上
りくじょう

で一番
いちばん

を目指す
め ざ  

のは高校生
こうこうせい

になってからでもおそくないので，勝
か

ち負
ま

けに気
き

にせず大会
たいかい

にでてみてね。 

 

 

田子コーチも一番
いちばん

になったことよりも，予選
よ せ ん

落
お

ちや失敗
しっぱい

をしてしまったこと

のほうがおおいです。 

中学生
ちゅうがくせい

ではじめてでた大会
たいかい

も緊張
きんちょう

でぜんぜん走
はし

れませんでした      

 

それでも楽
たの

しくつづけるなかで記録
き ろ く

もよくなってきました        

みんなも「最初
さいしょ

の一歩
い っ ぽ

」をふみだすことが大切
たいせつ

です！ 

 

うらめんあり！
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【おうちの人へ】 編集後記 

 

クラブでの陸上大会の考えかた 

遂に今期の陸上大会の案内が開始されました       

今年も例年通り……というわけにはいかなそうですが，ぜひたくさんの生徒さまに練習だけではない陸上競

技に触れていただければと思っています。 

 

しかしながら，本文中にあった通り子どものスポーツは「チャレンジすること」が最も重要ななかで，勝利や順位

といった結果にこだわる【勝利至上主義】寄りの考えをもってしまう方(選手・保護者ふくめ)もおります。 

そもそも，発育に差がある子どもたちの陸上競技では早生まれの子が不利であったり,早熟の子の記録が良い

場合があるため，一概に結果＝努力の成果……というわけではない場合も多いです。 

そのため，【大会は発表会感覚で】・本人のなかで【どれだけ頑張れたか】，そして【何より「楽しかったかどうか」】

を大事にして長い目で陸上競技にチャレンジしてほしいと考えています。 
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